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　さらに詳しく知りたい時は、おとしより相談センター（地域包括支援センター）やケアマ

ネジャーに相談しつつ、下記の冊子もご覧ください。

 

 

 

はじめに
　この冊子では、「認知症について知りたい人」（もの忘れが気になる人や診断を受けた人）や「認知

症について伝えたい人」（専門職の人）などのさまざまな人が、認知症と共に地域で暮らすためにどの

ようなサービスや支援が地域にあるのかを知り、一緒に考えていくための情報をまとめたものです。

◇介護保険のしおり
　　　　　　　　　

 ◇健康長寿いたばし ◇高齢者・シニア世代
　生活ガイドブック  

◇障がい者福祉の
　しおり

若年性認知症
６５歳未満で発症する認知症のことを「若年性認知症」といいます。

全国における若年性認知症者数は３５,７００人（１８～６４歳人口 10 万人当たり５０.９人、

板橋区で約２７０人）と推計されています。若年性認知症の方を対象とした制度もあります。

「若年性認知症の制度について知りたい」（Ｐ２６）もご覧ください。

（参考：国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

「若年性認知症の有病率・生活実態把握と多元的データ共有システムの開発」２０１７年～２０１９年調査）

１  認知症について
●認知症とは・・・

●認知症には原因となる病気があります

病気などが原因で脳の細胞が壊れたり、働きが悪くなることで、認知機能が低下し、

さまざまな生活のしづらさが現れる状態をいいます。

認知症の原因となる疾患の内訳
認知症の原因となる疾患の内訳には、主に「アルツハイマー型認知症」、
「血管性認知症」、「レビ－小体型認知症・パーキンソン病による認知症」の

３つがあり、もっとも多いのがアルツハイマー型認知症です。

その他

レビ－小体型認知
症・パーキンソン病
による認知症

血管性認知症

アルツハイマー型認知症前頭側頭型認知症、アルコール

関連障害による認知症

などによるもの

出典：東京都福祉局高齢者施策推進部在宅支援課「知って安心認知症」（令和 3 年 11 月発行）より

厚生労働科学研究「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」

（平成23年度〜平成24年度 総合研究報告書　研究代表者 朝日 隆）を加工して作成
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